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本人が出席しない
場合の結婚祝

本人が出席しない
場合の葬式の香典

町内会の集会や旅行
などへの寄附や差入

お中元
お歳暮

入学祝
卒業祝

葬式等の
花輪、供花

お祭りへの
寄附や差入

病気見舞

　
公
職
選
挙
法
で
市
議
会
議
員
は
寄
附
や
年
賀
状
を
出
す
こ
と

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
の
主
な
も
の
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

一
般
質
問

市
政
の
こ
こ
を
問
う

　
こ
の
定
例
会
で
は
、９
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
で
、19
人
が
登
壇
し
、

37
項
目
に
わ
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
項
目
に
つ
い
て
要
約
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　
　

質
問
項
目
（
発
言
順
）      

（
※
）…
掲
載
し
た
項
目

山　

本　

シ
モ
子　

議
員

　

※
１　

消
費
税
増
税
に
よ
る
市
民
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て

　
　

２　

市
営
住
宅
増
設
で
く
ら
し
の
応
援
施
策
に
つ
い
て

　
　

３　

非
核
自
治
体
宣
言
の
制
定
に
つ
い
て

深　

谷　

英　

貴　

議
員

　

※
１　

高
齢
者
や
子
供
た
ち
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

鈴　

木　

浩　

二　

議
員

　

※
１　

駅
周
辺
の
駐
輪
場
に
つ
い
て

　
　

２　

通
級
指
導
教
室
に
つ
い
て

松　

永　
　
　

寿　

議
員

　

※
１　

市
施
策
に
対
す
る
市
民
要
望
に
つ
い
て

白　

土　

美
恵
子　

議
員

　
　

１　

市
長
の
目
指
す
「
刈
谷
市
の
す
が
た
」
に
つ
い
て

　
　

２　

不
育
症
に
つ
い
て

　

※
３　

障
が
い
者（
児
）歯
科
診
療
所
に
つ
い
て

外　

山　

鉱　

一　

議
員

　
　

１　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

　

※
２　

外
国
語
教
育
に
つ
い
て

蜂
須
賀　

信　

明　

議
員

　
　

１　

国
が
示
す
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
の
制
度
に
つ
い
て

　
　

２　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

※
３　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

黒　

川　

智　

明　

議
員

　

※
１　

刈
谷
市
の
防
災
施
策
に
つ
い
て

新　

海　

真　

規　

議
員

　

※
１　

市
民
の
た
め
の
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

城　

内　

志　

津  

議
員

　
　

１　

選
挙
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て

　

※
２　

市
民
参
加
の
市
政
に
つ
い
て

中
　
嶋
　
祥
　
元　

議
員

　
　

1　

地
域
も
の
づ
く
り
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

※
２　

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

上　

田　

昌　

哉　

議
員

　
　

１　

刈
谷
市
の
子
育
て
に
つ
い
て

　

※
２　

刈
谷
城
一
部
復
元
に
つ
い
て

清　

水　

俊　

安　

議
員

　

※
１　

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

渡　

邊　

妙　

美　

議
員

　
　

１　

新
市
長
の
考
え
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

※
２　

各
種
選
挙
に
つ
い
て

星　

野　

雅　

春　

議
員

　

※
１　

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
　

２　

選
挙
に
つ
い
て

稲　

垣　

雅　

弘　

議
員

　

※
１　

次
代
の
刈
谷
市
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　
　
　

つ
い
て

谷　

口　

睦　

生　

議
員

　

※
１　

通
学
路
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

牛　

田　

清　

博　

議
員

　

※
１　

免
許
返
上
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

２　

銀
座
Ａ
Ｂ
地
区
の
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

　
　

３　

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

４　

第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備
と
作
業
に
つ
い
て

鈴　

木　

絹　

男　

議
員

　
　

１　

稲
垣
新
市
長
の
目
指
す
刈
谷
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

※
２　

依
佐
美
地
区
１
３
５
ｈ
ａ
（
刈
谷
南
部
、
鉄
塔
跡
地
）
の

　
　
　
　

有
効
利
用
に
つ
い
て

　
　

３　

刈
谷
市
長
、
市
議
選
投
票
率
の
著
し
い
低
下
に
つ
い
て

質問・答弁がホームページからご覧になれます。
「刈谷市議会」で検索し、「議会映像を見る」をクリックしてください。

山
本　
シ
モ
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

消
費
税
増
税
に
よ
る
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き

︱
負
担
の
軽
減
を
国
の
基
準
よ
り
も
拡
大
し
て
既
に
実
施
し
て
い
る
︱

問　
学
童
保
育
利
用
料
は
５
，

０
０
０
円
に
値
上
げ
さ
れ
、
重
い
負

担
で
あ
る
。
軽
減
す
べ
き
で
は
。

答　
本
市
は
他
市
と
比
べ
て
低
額

で
あ
り
、
軽
減
し
な
い
。

問　
昭
和
25
年
に
日
本
共
産
党
の

給
食
費
無
償
化
の
国
会
質
問
に
対
し

政
府
は
、「
給
食
費
無
償
化
が
望
ま

し
い
が
、
国
力
が
向
上
し
た
ら
無
償

化
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
こ

そ
70
年
前
の
答
弁
に
学
び
、
給
食
費

を
無
償
に
す
べ
き
で
は
。

答　
要
保
護
世
帯
等
に
は
就
学
援

助
を
し
て
お
り
、
考
え
て
い
な
い
。

問　
国
保
税
の
滞
納
者
は
県
が
設

置
し
た
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
法
的
根
拠

問　
ゾ
ー
ン
30
の
設
置
目
的
は
。

答　
ゾ
ー
ン
30
は
生
活
道
路
に
お

い
て
、
歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行
を

確
保
す
る
た
め
、
区
域
を
定
め
て
、

最
高
速
度
を
時
速
30
㎞
に
規
制
す
る

も
の
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
30
に
よ
り
、

速
度
抑
制
や
抜
け
道
と
し
て
の
通
行

抑
制
が
期
待
さ
れ
る
。

問　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題
は
。

答　
ポ
ー
ル
を
立
て
、
道
路
の
幅

を
狭
め
る
「
狭
さ
く
」
を
実
施
し
た

の
な
い
機
構
に
、
市
民
を
移
管
す
べ

き
で
は
な
い
と
何
度
も
要
求
し
て
き

た
。
来
年
度
の
考
え
は
。

答　
県
は
来
年
度
、
地
方
税
滞
納

整
理
機
構
を
廃
止
す
る
と
決
定
し
た
。

箇
所
で
は
速
度
や
通
行
が
抑
制
さ
れ
、

一
定
の
効
果
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

物
理
的
な
対
策
を
実
施
で
き
る
箇
所

は
限
ら
れ
、
依
然
速
度
超
過
し
て
い

る
車
両
が
多
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

問　
課
題
に
対
す
る
対
策
は
。

答　
ゾ
ー
ン
30
で
の
取
り
締
ま
り

を
警
察
へ
働
き
か
け
る
な
ど
す
る
。

問　
ゾ
ー
ン
30
拡
大
の
考
え
は
。

答　
地
区
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、

警
察
と
協
議
し
、
推
進
し
て
い
く
。

市民の負担軽減のため、
給食費無償化を

深
谷　
英
貴　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

ゾ
ー
ン
30
の
拡
大
で
高
齢
者･

子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
施
策
を

︱
ル
ー
ル
の
徹
底
と
、
さ
ら
な
る
効
果
的
な
対
策
を
検
討
す
る
︱

鈴
木　
浩
二　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

野
田
新
町
駅
南
口
駐
輪
場
に
、
思
い
や
り
駐
輪
場
の
設
置
を

︱
ま
ず
は
、
試
験
的
な
設
置
に
向
け
た
検
討
を
し
て
い
く
︱

問　
野
田
新
町
駅
南
口
に
あ
る
２

段
ラ
ッ
ク
式
駐
輪
場
は
、
２
段
目
に

自
転
車
を
収
納
す
る
際
、
力
や
手
間

が
か
か
る
。高
齢
者
や
子
ど
も
か
ら
、

「
危
険
、
使
え
な
い
」
と
の
声
が
あ

る
が
、
利
用
状
況
は
。　
　
　

答　
１
段
目
、
２
段
目
共
に
３
１

６
台
の
収
用
台
数
に
対
し
、
１
段
目

は
ほ
ぼ
満
車
、
２
段
目
は
概
ね
半
分

程
度
の
利
用
状
況
と
把
握
し
て
い
る
。

問　
利
用
状
況
か
ら
２
段
目
を
使

わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
高

齢
者
や
体
へ
の
配
慮
が
必
要
な
人
が

２
段
目
を
使
わ
な
く
て
済
む
よ
う
、

思
い
や
り
駐
輪
場
を
設
置
す
る
こ
と

へ
の
、
刈
谷
市
と
し
て
の
見
解
は
。

答　
高
齢
者
や
幼
児
を
乗
せ
て
い

る
方
に
も
利
用
し
や
す
い
駐
輪
場
に

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
優
先
的

な
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
台
数
や

位
置
な
ど
を
調
査
し
た
う
え
、
試
験

的
な
設
置
に
向
け
た
検
討
を
す
る
。

松
永　
　
寿　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

災
害
発
生
時
に
も
活
躍
で
き
る
防
災
士
の
資
格
取
得
費
用
に
助
成
を

︱
県
な
ど
が
実
施
す
る
受
験
資
格
を
得
ら
れ
る
講
座
の
周
知
を
行
う
︱

白
土　
美
恵
子　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
福
祉
健
康
部
長
）

刈
谷
市
に
も
障
害
者
歯
科
診
療
所
の
設
置
を

︱
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
調
査
研
究
を
し
た
い
︱

外
山　
鉱
一　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
教
育
部
長
）

次
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
校
外
国
語
教
育
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
は

︱
英
語
で
互
い
の
考
え
・
気
持
ち
を
伝
え
る
基
盤
を
育
成
す
る
︱

問　
民
間
の
資
格
で
あ
る
防
災
士

は
、
防
災
の
知
識
を
得
て
お
り
、
自

分
や
家
族
、
ひ
い
て
は
地
域
の
方
々

の
命
を
守
る
力
と
な
る
。
資
格
取
得

に
約
６
万
円
か
か
る
と
聞
い
て
お
り
、

高
額
の
た
め
資
格
取
得
を
躊
躇
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
の
か
。
資
格
取

得
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
市
の
考
え

は
。答　

県
な
ど
が
共
同
開
催
し
て
い

る
防
災
・
減
災
カ
レ
ッ
ジ
を
受
講
す

問　
刈
谷
市
の
歯
科
診
療
所
の
数

と
、
そ
の
う
ち
障
害
者
に
対
応
で
き

る
歯
科
診
療
所
の
数
は
。

答　
市
内
に
歯
科
診
療
所
は
62
施

設
あ
り
、
障
害
者
に
対
応
で
き
る
診

療
所
の
数
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

愛
知
県
歯
科
医
師
会
が
認
定
す
る
障

害
者
歯
科
認
定
協
力
医
は
、
現
在
３

名
で
あ
る
。

問　
障
害
者
の
中
に
は
様
々
な
理

由
で
一
般
の
歯
科
診
療
所
を
利
用
す

問　
次
年
度
か
ら
始
ま
る
小
学
校

英
語
教
育
に
関
す
る
準
備
の
状
況
は
。

答　
平
成
28
年
度
か
ら
、
小
学
校

英
語
教
科
化
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、「
刈
谷
市
版
の
学
習
指
導
案
」

を
作
成
し
、
子
ど
も
・
教
員
が
と
も

に
無
理
の
な
い
よ
う
、
授
業
時
間
数

を
徐
々
に
増
や
し
て
き
た
。

問　
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら
英
語

に
親
し
む
環
境
が
大
切
で
あ
る
が
、

英
語
嫌
い
に
さ
せ
な
い
取
り
組
み
は
。

る
と
、
防
災
士
資
格
取
得
試
験
の
受

験
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
費

用
は
約
２
万
円
で
あ
る
た
め
、
こ
の

講
座
を
周
知
し
て
い
く
こ
と
で
、
防

災
士
の
資
格
取
得
の
促
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
防
災
士
の
資
格

取
得
の
た
め
の
講
座
は
、
か
り
や
夢

フ
ァ
ン
ド
補
助
金
の
ま
ち
づ
く
り
び

と
支
援
事
業
の
対
象
と
な
り
、
最
大

で
１
万
円
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。

る
こ
と
が
難
し
い
方
が
い
る
。
県
内

に
は
専
門
的
に
歯
科
診
療
を
行
う
障

が
い
者
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー
が
15
施

設
あ
る
が
、
本
市
で
も
今
後
こ
の
よ

う
な
施
設
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
市

と
し
て
の
考
え
は
。

答　
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
先
進

市
の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果
等
に
つ

い
て
、
歯
科
医
師
会
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

答　
市
が
独
自
で
採
用
し
て
い
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
や
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
す
る
な
ど

し
、
英
語
が
「
使
え
る
、
分
か
る
、

楽
し
い
」と
思
え
る
授
業
を
目
指
す
。

問　
学
校
で
き
ち
ん
と
学
べ
ば
、

英
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
教
育
が

必
要
で
あ
る
。小
中
学
校
の
連
携
は
。

答　
小
中
学
校
の
教
員
が
、
お
互

い
の
学
習
の
進
め
方
を
把
握
す
る
場

を
設
定
し
、授
業
に
生
か
し
て
い
る
。

蜂
須
賀　
信
明　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

一
ツ
木
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設
を

︱
他
の
利
用
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
出
張
す
る
形
で
広
場
を
開
催
︱

黒
川　
智
明　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
生
活
安
全
部
長
）

誰
も
が
被
災
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
初
動
対
応
を

︱
災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
︱

新
海　
真
規　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

刈
谷
市
駅
周
辺
地
区
再
開
発
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

︱
準
備
組
合
が
行
う
活
動
へ
の
支
援
や
市
か
ら
の
助
成
金
交
付
な
ど
を
行
う
︱

問　
核
家
族
化
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
む
中
、
全
て
の
子

育
て
家
庭
を
支
え
る
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。
市
内
３
カ
所
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
は
。

答　
面
接
等
に
よ
る
育
児
相
談
、

自
由
参
加
の
イ
ベ
ン
ト
や
保
護
者
の

交
流
会
開
催
の
ほ
か
、
各
種
子
育
て

講
座
に
よ
る
情
報
提
供
、
子
育
て
サ

ー
ク
ル
へ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
か
り
が
ね
学
区
は
園
児
や
子

問　
震
度
６
強
の
大
震
災
が
起
き

た
時
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
最
上
位
の
非
常
配
備
体
制
を

取
り
、
全
職
員
が
参
集
し
、
避
難
所

担
当
職
員
は
各
避
難
所
に
参
集
す
る
。

問　
刈
谷
市
業
務
継
続
計
画
に
は
、

所
定
の
時
間
ご
と
に
非
常
時
優
先
業

務
に
着
手
す
る
項
目
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
職
員
も
同
じ
く
被
災
す
る
中

で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
非
常
配
備
体
制
ご
と
に
指
揮

問　
刈
谷
市
駅
周
辺
地
区
の
再
開

発
に
対
し
、
再
開
発
自
体
に
不
安
や

疑
問
を
感
じ
て
い
る
方
が
い
る
が
、

そ
う
い
っ
た
方
へ
の
対
応
は
。

育
て
家
庭
の
多
い
地
域
で
あ
る
。
一

ツ
木
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
階
に
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
早
期
開
設
を
望

む
が
、
市
の
考
え
は
。

答　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
サ

ー
ク
ル
活
動
で
の
利
用
も
多
く
、
子

育
て
関
係
だ
け
で
施
設
の
ス
ペ
ー
ス

を
占
有
す
る
の
が
難
し
い
。現
状
は
、

遊
び
場
の
提
供
と
し
て
、
定
期
的
に

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

を
派
遣
し
、広
場
を
開
催
し
て
い
る
。

者
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
指
揮
者
が

登
庁
す
る
ま
で
は
、
そ
の
下
位
の
者

で
到
着
順
に
指
揮
に
あ
た
る
。

問　
到
着
し
た
誰
も
が
初
動
期
の

作
業
を
進
め
ら
れ
る
指
示
書
が
飯
田

市
で
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
導
入
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答　
こ
の
指
示
書
は
初
動
対
応
に

非
常
に
有
効
で
、
そ
の
要
素
を
盛
り

込
み
、
災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
。

答　
こ
れ
ま
で
も
、
準
備
組
合
に

よ
る
検
討
会
に
お
い
て
、
意
見
や
相

談
を
受
け
付
け
て
い
た
が
、
検
討
会

で
は
言
い
に
く
い
方
も
い
る
と
思
わ

れ
る
た
め
、
今
年
度
、
準
備
組
合
で

再
開
発
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
市
職
員
に
よ
る

権
利
者
へ
の
戸
別
訪
問
を
実
施
し
、

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

問　
再
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
刈

谷
市
の
関
わ
り
方
は
。

答　
こ
れ
ま
で
、
準
備
組
合
の
立

ち
上
げ
や
検
討
会
な
ど
の
活
動
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
は
、
本
組
合

設
立
に
向
け
、
準
備
組
合
が
行
う
活

動
へ
の
支
援
や
市
か
ら
の
助
成
金
交

付
等
を
行
い
、
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

城
内　
志
津　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
都
市
政
策
部
長
）

亀
城
公
園
再
整
備
は
、
市
民
参
加
型
で
の
計
画
に
見
直
し
を

︱
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
集
約
し
、
計
画
に
反
映
︱

問　
平
成
30
年
度
の
市
民
意
識
調

査
の
結
果
、
半
数
以
上
の
方
が
市
民

の
声
は
市
政
に
届
い
て
い
な
い
と
感

じ
て
い
る
。
よ
り
よ
い
刈
谷
市
政
に

す
る
た
め
に
、
市
民
討
議
会
や
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
多
く
の
市

民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
手
法

を
使
い
、
市
民
が
納
得
で
き
る
亀
城

公
園
再
整
備
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

答　
刈
谷
城
の
復
元
は
亀
城
公
園

再
整
備
事
業
と
し
て
、
第
７
次
刈
谷

市
総
合
計
画
を
は
じ
め
関
連
す
る
計

画
に
位
置
づ
け
、
事
業
を
進
め
て
き

た
。
今
後
も
こ
れ
ら
主
要
な
計
画
を

策
定
す
る
際
に
は
、
各
種
審
議
会
を

設
置
し
、
様
々
な
分
野
の
視
点
か
ら

問　
幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
拡

充
に
つ
い
て
、
課
題
及
び
対
策
は
。

答　
園
全
体
で
の
打
ち
合
わ
せ
や

準
備
時
間
の
確
保
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
送
迎
用
の
駐
車
場
確
保
も
必
要

と
考
え
、
園
周
辺
の
土
地
調
査
を
実

施
し
て
お
り
、整
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
幼
児
園
は
、
幼
稚
園
と
保
育

園
の
機
能
が
あ
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
に
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
園
長
と
担
当
課
で
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
お
り
、
今
後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
や
保
護
者
の
意
見
を
聴
き
、
丁
寧

に
対
応
す
る
。

問　
北
部
に
祝
日
対
応
保
育
園
が

意
見
を
伺
う
中
で
市
民
の
皆
様
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
集
約
し
、
計
画
に
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

少
な
い
が
、
拡
充
し
な
い
の
か
。

答　
拡
充
す
る
方
向
で
進
め
る
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夜
勤 市民が参加しやすい刈谷市政を

保護者が安心し、
子どもたちが健やかに過ごせる場所を

中
嶋　
祥
元　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
次
世
代
育
成
部
長
）

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

︱
計
画
を
改
定
し
、
保
育
需
要
に
合
っ
た
施
策
を
展
開
す
る
︱

者
利
用
特
例
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答　
夜
勤
終
了
後
８
時
間
を
家
庭

保
育
で
き
な
い
時
間
と
み
な
す
緩
和

策
を
、
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
。

上
田　
昌
哉　
議
員	
（
主
な
答
弁
者
・
・
・
近
藤
副
市
長
）

経
済
、
社
会
状
況
の
変
化
の
中
、
刈
谷
城
築
城
は
や
め
る
べ
き
で
は

︱
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
︱

清
水　
俊
安　
議
員	

（
主
な
答
弁
者
・
・
・
市
長
）

市
民
と
の
約
束
で
あ
る
公
約
の
実
現
に
向
け
全
力
で
邁
進
を

︱
各
施
策
を
丁
寧
に
熟
慮
し
、
ゆ
る
ぎ
な
い
固
い
意
志
を
も
っ
て
実
行
す
る
︱

問　
円
高
な
ど
に
よ
り
法
人
市
民

税
が
減
少
し
て
い
る
中
、
法
人
市
民

税
一
部
国
税
化
の
割
合
拡
大
や
消
費

税
引
き
上
げ
の
影
響
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答　
法
人
市
民
税
分
は
減
額
と
な

る
が
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
増
額

と
な
る
。
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た

め
に
も
各
種
基
金
や
市
債
の
効
率
的

な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
技

術
を
活
用
し
た
事
務
の
効
率
化
な
ど

問　
新
し
く
市
長
に
就
任
さ
れ
、

市
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
市
政
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢

に
「
継
続
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
掲
げ
、

前
市
長
が
取
り
組
ん
で
き
た
多
く
の

成
果
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
施
策
・

事
業
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
を
心
掛

け
な
が
ら
、市
民
の
皆
様
が
「
元
気
」

で
、「
笑
顔
」
に
あ
ふ
れ
、「
希
望
」

を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

新
た
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問　
不
透
明
な
財
政
状
況
の
中
、

未
来
を
考
え
た
時
、
ま
ず
刈
谷
城
築

城
を
や
め
る
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

答　
様
々
な
経
済
、
社
会
状
況
の

変
化
は
あ
る
が
、
基
金
の
活
用
な
ど

に
よ
り
、健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
、

刈
谷
城
復
元
に
向
け
、
市
民
の
皆
様

に
説
明
し
な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
長
が
示
さ
れ
た
公
約
は
市

政
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
バ
ラ
ン
ス

よ
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る

が
、
そ
の
中
で
も
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
施
策
は
何
か
。

答　
本
市
に
お
い
て
も
少
子
高
齢

化
は
着
実
に
進
行
し
て
お
り
、
子
育

て
支
援
と
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
生

活
支
援
に
つ
い
て
、
特
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。


